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北海道内科リウマチ科病院
［扇ョＳｉ］札幌市西区琴似１条３-ト１５一 一 ｓ０１１-６ｎ-１３７１

［スタ亙ブ］谷村一秀院長☆（リゥマチ科・内科）、清水昌人副院艮☆
（リウマチ科・内科）、松橋めぐみ医局長☆（りウマチ科・内科）、磯
部将・人副医局長（消化器内科・内科）、上田拓尖医長（消化器内科・内
科）、深江潭医長☆（リウマチ科・内科）、佐藤良博医師（整形外科・
リハビリテーション科）、光埼明生医師（整形外科・リハビリテーショ
ン科）、伊藤武哉医師（リハビリテーション科）。１本リウマチ学会
指導医４人、専門医４人の常勤体制。
膳釦０９年１０月より時計台記念病院リウマチ膠原病センターから
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谷 村 一 秀
１９５５年生まれ。
日本医科大学卒

清水昌人
１９５５年生まれ。
北海道大学医学
部卒
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約４０人のスタッフで１１１４‾好感内科ぎり門医療を中心とした新たなり、ｊ
ウマチ膠原病疾患の診療拠点を築く。北海道大学第２内科（免疫・代謝内科学分野）、北海道大
学整形外科とも連携し、リウマチ膠原病疾患を中心とした慢性朝内科疾患を幅広く診療。リウ
マチ科医師は全員が指導医・専門医を収件している。特に関節リウマチは、リウマチ科医師が
内科的側而から診療している他、整形外科は２人の常効医が診療し、辿携を密にしている、さ
らに上肢・下肢・脊柱などの各部位の整形専門医も診療にあたる。またリハビリテーション専
門医によるリハビリ科外来を併設している。当院は内科‥リウマチ科‥整形外利一・リハビリテー
ション科の４本柱により、辿携を充実させ、リウマチ膠原病を含めた慢性期疾、ＱＡの心者様に対
して、専門性を生かした総合的な診球を提供している。また関節リウマチの診断や薬剤による
治療効Ｊ４と・４１Ｕ定において、関節内を超音波を用いて検査している。全国に先躯けた関節超音波検
査は、日本でも有数の技術を提供する施設として、全国から研修希望（医師り支師）が絶えない。
当院では関節超音波により、関節リウマチを早朝に発見できるようになり、薬剤の治療効米を
早くに判定することかできるため、薬刑変更の選択に有用である。またコメディカルスタッフ
ー人ひとりが、各種専門職種を生かし、さら１こ他部門との連挑により、患者様を巾心としたチー

ム医療に取り組み、早期診断・早川治療・ＡＤＬ（日常生活動作）の改善まで、一貫した治療を実
践している。入院病棟（全１８０床）は障害者病棟も設置し、急性刈から慢性期まで様々な疾患ス
テージをもつ患者様の対応が可能である。リウマチ膠原病疾患は全身疾患のため、急変や薬剤
による副作用発生時の処置において入院が必要となった場合は、専門性の高い経験１：かなス
タッフにより万全の体詞を紐んでいるため、安心して治療を受けることができる。またリハビ
リテーションにより、心身共に癒され、充実した入院生活を１是供している。患者様一人ひとり
に合った、適切で、安心・安全な医療の提供を目指している。
「聊漿五葉瀧Ｅ」ｉ爾］札帆市のみならず北海述内各地から来院するリウマチ膠原病ｌ夕ｌ患患者様の月
間外３４５忠者数は約２、４００人。一股内科を含めて１［１外来思者数は約１２０人で、そのうち関節リ
ウマチ症例が約８０％を占める★関節リウマチについては、炎症性サイトカインにより早川から
関節破壊を起こすことが判明している。当センターでは、独自の評価法をもとにした関節超音
波検査やＭＲＩ等の画像診断を含む各種検査を駆使して早期診断・評価に努め、関節破壊防止と
患者様のＱＯＬ（生活の質〉向上を第一目標に、集学的治療を実践している。近年普及している
抗リウマチ薬（免疫抑制薬、生物学的製剤等）についても治験段階から臨床研究に参加し、早期
より使用して治療効米をあげている。また生物学的製剤を川いた治療数は全道一を誇る。医
師・スタッフが臨床研究をもとに、診断・治療評価法やリハビリテーション手技、きらに薬刑有
用性などを各分野の学会、研究会で報告を行い、最新の医療を提供すべく新たな知見を叫てぃ
る★症例数が多いためニーズの多い各種治験についても、治騏一倫理委員会をａ婬にて新しぃ
治療方法の普及に努め、臨床研究へｌｉ’ｉ極的に収り組んでいる★「ＭＩ節病変の早川診断・評価のた
めに有用で近年注目されている関節超音波検査につぃては、古くから導入してノウハウを蓄椿
し全国に発信している★忠者様に対しては専門知識を持った薬剤師が服薬指導を行っている、
Ｃ’Ｓｌｉｉ圖剛ＭＲＩ、ェｃＴ、ェｘ線撮｜影裟吐、ｘ線透視装ＩＵＩ、つ関節・各種超音波（パワードブラ１工消化
管内視鏡、心電計、ホルター心電計、血圧脈波検査装世、呼吸機能検査装世、リハビリ室など、
［殤屡置］月～金の午前午後。土午前。原則として、診察伴ちｌｉぞｆ川短縮のため旧話で右診療予
約を受け付けている。紹介状の有無は問わない。
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